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第２章 高齢者の現状と将来推計 
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１．人口・世帯 
（１）総人口及び高齢者人口 

本市の人口は令和５(2023)年 10 月１日時点で 12万 7,568 人となっており、近年は緩やかな減
少傾向が続いています。一方、令和５(2023)年の高齢者人口は 3万 8,352 人、高齢化率は 30.1％
となっています。 

平成 30(2018)年から令和５(2023)年までの住民基本台帳の年齢別人口の変化に基づくコーホ
ート変化率法によって、将来人口を推計したところによると、第９期計画期間中は 65 歳～74 歳
人口の減少と 75歳以上人口の増加が見込まれており、高齢化率は令和８（2026）年には 30.4％、
令和 22（2040）年には 34.7％となる見込みです。 
 
■年齢５区分推計人口の推移（※各年 10月１日時点、令和６(2024)年以降は推計値） 

 

 

■年齢５区分推計人口割合の推移（※各年 10 月１日時点、令和６(2024)年以降は推計値） 

 

16,177 16,005 15,703 15,491 15,127 14,929 14,663 14,424 13,597 12,866 12,527 

31,284 30,806 30,624 30,502 30,180 29,875 29,707 29,470 28,633 27,372 25,681 

43,848 43,907 43,973 43,917 43,909 43,771 43,650 43,492 42,026 39,272 35,252 

18,531 18,273 18,130 17,206 16,181 15,232 14,629 14,341 14,594 16,260 18,224 

19,656 20,140 20,439 21,227 22,171 23,163 23,659 23,880 23,534 21,859 20,872 

129,496 129,131 128,869 128,343 127,568 126,970 126,308 125,607 122,384 117,629 112,556 

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

R6年
(2024)

R7年
(2025)

R8年
(2026)

R12年
(2030)

R17年
(2035)

R22年
(2040)

(人）

総人口

75歳以上

65～74歳

40～64歳

15～39歳

０～14歳

12.5 12.4 12.2 12.1 11.9 11.8 11.6 11.5 11.1 10.9 11.1 

24.2 23.9 23.8 23.8 23.7 23.5 23.5 23.5 23.4 23.3 22.8 

33.9 34.0 34.1 34.2 34.4 34.5 34.6 34.6 34.3 33.4 31.3 

14.3 14.2 14.1 13.4 12.7 12.0 11.6 11.4 11.9 13.8 16.2 

15.2 15.6 15.9 16.5 17.4 18.2 18.7 19.0 19.2 18.6 18.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

R6年
(2024)

R7年
(2025)

R8年
(2026)

R12年
(2030)

R17年
(2035)

R22年
(2040)

（％）

75歳以上

65～74歳

40～64歳

15～39歳

０～14歳

資料：住民基本台帳（令和５(2023)年まで） 

資料：住民基本台帳（令和５(2023)年まで） 

第９期計画期間 

第９期計画期間 

※グラフの数値は、四捨五入により合計が 100.0 にならない場合があります（以降同様）。 
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（２）高齢者世帯 
本市の高齢者のいる世帯、高齢者夫婦のみの世帯及び高齢者の単身世帯はいずれも増加が続い

ています。また、一般世帯に占める高齢者夫婦のみ世帯は国・県を大きく上回っており、高齢者
単身世帯の割合も国・県より高くなっています。 

 

■高齢者世帯の推移 

 
資料：国勢調査 

 

■一般世帯における高齢者夫婦のみ世帯の割合  ■一般世帯における高齢者単身世帯の割合 

  

資料：国勢調査 

14,337 16,977 
20,275 23,042 24,193 

2,708 3,725 5,088 6,394 7,087 

2,615 3,188 4,369 5,336 6,413 

31.0 
35.5 

40.4 
45.9 46.4 

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0
50.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H12年
(2000)

H17年
(2005)

H22年
(2010)

H27年
(2015)

R2年
(2020)

（％）（世帯）

65歳以上のいる世帯数
65歳以上夫婦のみの世帯数
65歳以上単身世帯数
一般世帯に占める65歳以上のいる世帯の比率

H12年
(2000)

H17年
(2005)

H22年
(2010)

H27年
(2015)

R2年
(2020)

瀬戸市 5.9 7.8 10.1 12.7 13.6
愛知県 4.9 6.2 7.6 9.2 9.7
全国 6.0 7.3 8.4 9.8 10.5

5.9 
7.8 

10.1 
12.7 13.6 

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0
(％） 瀬戸市 愛知県 全国

H12年
(2000)

H17年
(2005)

H22年
(2010)

H27年
(2015)

R2年
(2020)

瀬戸市 5.7 6.7 8.7 10.6 12.3
愛知県 4.9 6.2 7.4 9.2 10.0
全国 6.5 7.9 9.2 11.1 12.1

5.7 6.7 
8.7 

10.6 
12.3 

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0
(％） 瀬戸市 愛知県 全国
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２．要介護認定者数・認定率 
（１）認定者数の推移と将来展望 

令和５(2023)年９月 30日時点の本市の要介護（要支援）認定者数は 6,593 人で、令和４（2022）
年までほぼ横ばいで推移していた認定者数が増加に転じています。今後は 75 歳以上人口の増加
に伴い、令和 17(2035)年ごろまでは認定者数が増加していく見込みです。 
認定者数の増加に伴い、第１号被保険者（65歳以上の方）の認定率も上昇していくことが予想
され、令和 17(2035)年には 20.0％を超える見込みとなっています。 
 

■要介護度別認定者数の推移と将来推計（各年９月 30 日時点、令和６(2024)年以降は推計値） 

  
※推計期間における認定率は 65 歳以上人口に対する認定者数の割合で算出しています。 
 

資料：介護保険事業状況報告（令和５(2023)年まで） 
  

954 953 1,007 1,006 1,111 1,145 1,168 1,182 1,275 1,269 1,167 
770 764 742 763 769 789 804 812 863 866 822 

1,353 1,382 1,480 1,547 1,583 1,633 1,675 1,710 1,865 1,925 1,826 
1,076 1,091 1,035 992 1,009 1,037 1,063 1,086 1,190 1,244 1,193 830 796 832 777 800 825 848 865 

942 988 969 773 762 767 772 785 812 833 855 
945 1,017 1,015 

529 554 504 505 536 552 561 573 
624 652 645 

6,285 6,302 6,367 6,362 6,593 6,793 6,952 7,083 
7,704 7,961 7,637 16.1 16.1 16.2 16.2 16.9 17.3 17.8 18.2
19.8 20.6

19.3

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

R6年
(2024)

R7年
(2025)

R8年
(2026)

R12年
(2030)

R17年
(2035)

R22年
(2040)

（％）（人）

合計

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

認定率

第９期計画期間 
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３．介護保険事業の状況 
（１）第１号被保険者数と認定者数 

第１号被保険者数はほぼ横ばいで推移しており、近年では 75～84 歳、85 歳以上が増加してい
ます。団塊の世代が 75 歳以上になりつつあることから、65～74 歳は減少傾向となっています。
第１号被保険者の認定者数は、近年はほぼ横ばいでしたが、令和４(2022)年から令和５(2023)年
にかけて 230 人の増加となっています。 

年齢別の認定率は、高齢の世代ほど高く推移しています。認定率の高い 85 歳以上の人口が増
加していることから、第１号被保険者全体の認定率は増加傾向となっています。なお認定率は国・
県と比較すると低く推移しています。 
 
■年齢別第１号被保険者数の推移（各年９月 30日時点） 

 

資料：介護保険事業状況報告 
 

■年齢別要介護認定者数（第１号被保険者のみ）の推移（各年９月 30 日時点） 

 

資料：介護保険事業状況報告 

19,146 18,501 18,249 18,107 17,183 16,167

13,775 14,328 14,508 14,479 14,992 15,720

4,976 5,301 5,610 5,947 6,214 6,436
37,897 38,130 38,367 38,533 38,389 38,323

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H30年
(2018)

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

（人）
合計

85歳以上

75-84歳

65-74歳

695 679 637 644 635 611

2,456 2,399 2,345 2,358 2,319 2,369

2,926 3,058 3,178 3,236 3,280 3,484

6,077 6,136 6,160 6,238 6,234 6,464

0

2,000

4,000

6,000

H30年
(2018)

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

（人）

合計

85歳以上

75-84歳

65-74歳
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■年齢別認定率の推移（各年９月 30 日時点） 

 

※認定率は各年齢区分別の第１号被保険者数に対する認定者数の割合で算出しています（以降同様）。 
資料：介護保険事業状況報告 

 

■第１号被保険者認定率の比較（各年９月 30 日時点） 

 

※認定率は第１号被保険者数に対する認定者数の割合で算出しています。 
資料：介護保険事業状況報告 

  

16.0 16.1 16.1 16.2 
16.2 16.9 

3.6 3.7 3.5 3.6 3.7 3.8 

17.8 16.7 16.2 16.3 
15.5 15.1 

58.8 57.7 56.6 54.4 52.8 54.1

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0

H30年
(2018)

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

認定率(％） 全体 65-74歳 75-84歳 85歳以上

16.0 16.1 16.1 16.2 16.2 16.9
16.3 16.6 16.8 17.1 17.4 17.7

18.3 18.5 18.6 18.8 19.1 19.3

10.0

15.0

20.0

H30年
(2018)

R1年
(2019)

R2年
(2020)

R3年
(2021)

R4年
(2022)

R5年
(2023)

認定率(％） 瀬戸市 愛知県 全国
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（２）サービス別給付費 
介護保険サービス給付費については、全体では増加傾向となっています。サービス別給付費の

割合を国・県と比較すると、本市は施設介護サービス、地域密着型介護（予防）サービスが少な
く、居宅介護（予防）サービスが多くなっています。 
■介護保険サービス別給付費の推移 

 

資料：介護保険事業状況報告 

■サービス別給付費割合の推移 

 

資料：介護保険事業状況報告 

■サービス別給付費割合の比較（令和３（2021）年度） 

 

資料：介護保険事業状況報告 

4,916 4,799 5,066 5,069 5,298 5,532 5,774 

694 1,046 1,066 1,102 1,119 1,134 1,130 2,202 2,115 2,001 2,032 2,050 2,128 2,183 7,812 7,961 8,132 8,204 8,466 8,794 9,088 

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

給付費（百万円）
合計

施設介護サービス

地域密着型介護
（予防）サービス
居宅介護（予防）
サービス

年度

62.9 60.3 62.3 61.8 62.6 62.9 63.5

8.9 13.1 13.1 13.4 13.2 12.9 12.4
28.2 26.6 24.6 24.8 24.2 24.2 24.0

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

H27
(2015)

H28
(2016)

H29
(2017)

H30
(2018)

R1
(2019)

R2
(2020)

R3
(2021)

（％）

施設介護サービス

地域密着型介護
（予防）サービス

居宅介護（予防）
サービス

年度

63.5 54.1 50.4

12.4 15.9 17.2

24.0 30.0 32.4

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0

瀬戸市 愛知県 全国

（％）
施設介護サービス

地域密着型介護
（予防）サービス
居宅介護（予防）
サービス

※グラフの数値は、小数点以下の四捨五入により、合計が合わない場合があります。 
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（３）サービス別受給者数 
サービス別の受給者数は、居宅介護（予防）サービスが増加傾向、地域密着型介護（予防）サ

ービス、施設介護サービスはほぼ横ばいで推移しています。受給者一人当たり年間給付費は、居
宅介護（予防）サービスが最も少なく、施設介護サービスが最も多くなっています。 
受給者一人当たりの年間給付費を国・県と比較すると、本市は居宅介護（予防）サービスの給

付費がやや高く、地域密着型介護（予防）サービスの給付費が低くなっています。 

■サービス別受給者数の推移 

 

資料：介護保険事業状況報告 

■受給者一人当たり年間給付費の推移 

 

資料：介護保険事業状況報告 

■受給者一人当たり年間給付費の比較（令和３（2021）年度） 

 

3,862 3,666 3,818 4,038 4,190 

642 675 695 674 680 656 657 651 660 666 
0

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000

H29年度
(2017)

H30年度
(2018)

R1年度
(2019)

R2年度
(2020)

R3年度
(2021)

月平均受給者数
（人）

居宅介護（予
防）サービス

地域密着型介
護（予防）
サービス
施設介護サー
ビス

1,312 1,383 1,387 1,370 1,378 
1,660 1,634 1,609 1,682 1,661 

3,051 3,092 3,147 3,226 3,280 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

受給者１人当たり
年間給付費（千円）

居宅介護（予
防）サービス

地域密着型介
護（予防）
サービス
施設介護サー
ビス

1,378 1,256 1,226 
1,661 1,953 1,907 

3,280 3,351 3,332 

0
1,000
2,000
3,000
4,000

瀬戸市 愛知県 全国

受給者１人当たり
年間給付費（千円）

居宅介護（予防）
サービス
地域密着型介護
（予防）サービス
施設介護サービス

資料：介護保険事業状況報告 
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４．アンケート調査に基づく本市の課題 
（１）支援の必要な高齢者の増加について 
◇一般高齢者、要支援者（要支援１・２の認定を受けている人）を対象とした調査では、本市の

高齢者人口の年齢構成を反映して、前回調査より年齢構成が高齢化しています。 
◇家族構成についても、一般高齢者、要支援者ともに「一人暮らし」がやや増加しています。 
 
■年齢（令和４（2022）年12月１日現在）をお答えください。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
 
■家族構成をお教えください。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
  

17.9 

22.8 

2.4 

2.9 

26.1 

33.1 

8.3 

12.2 

24.0 

24.1 

14.9 

20.1 

18.4 

13.6 

34.0 

29.4 

8.8 

5.4 

22.6 

25.4 

3.2 
1.0 

17.7 

9.9 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者

16.2 

13.0 

35.8 

31.5 

46.5 

46.6 

26.7 

31.2 

3.3 

3.7 

1.0 

1.7 

17.9 

18.3 

16.3 

19.2 

11.7 

16.1 

15.3 

12.5 

4.3 

2.2 

4.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

１人暮らし 夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下） 息子・娘との２世帯
その他 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者
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◇要介護リスクの状況について、運動機能の低下、口腔機能の低下、低栄養リスクのいずれも、
前回調査より該当者が増加しており、身体機能や生活状況に課題のある高齢者が増加していま
す。 

◇日常生活で困っていることについて、「特に困ることはない」が減少しており、何らかの困り
ごとを感じている人が増加しています。 

■運動機能の低下リスク【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
■口腔機能の低下リスク【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
■低栄養リスク【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
■日常生活で困っていることは何ですか。（上位５項目）【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

◆◆支援のポイント◆◆ 
高齢者の年齢構成の高齢化に伴い、一人暮らし高齢者の増加や身体機能が低下する高齢者の増加
が進んでおり、要介護につながるリスクを有する高齢者の増加に対応した通いの場等の介護予防
の取り組みの充実や、生活を支援する地域の助け合い活動の体制整備が課題となります。 

12.4 

9.4 

82.8 

87.6 

4.8 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）

該当者 非該当者 判定不能

26.2 

20.4 

70.8 

77.6 

3.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）

該当者 非該当者 判定不能

1.5 

0.9 

93.1 

88.0 

5.4 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）

該当者 非該当者 判定不能

14.9 
47.2 
47.9 

22.9 
21.9 

31.2 

25.1 
20.7 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
特に困ることはない
高いところの作業
重いものの運搬

庭の手入れ
掃除

R4年要支援者（n=288）
R1年要支援者（n=343）

要支援者

47.5 
25.0 
25.0 

12.3 
6.4 

68.3 

10.2 
4.8 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
特に困ることはない

高いところの作業
重いものの運搬

庭の手入れ

掃除
R4年一般高齢者（n=1,662）
R1年一般高齢者（n=1,387）

一般高齢者
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（２）外出や交流の機会の減少について 
◇新型コロナウイルス感染症の拡大を背景として、外出の頻度について、「ほとんど外出しない」

または「週１回」という回答が増加し、「週５回以上」が減少しています。 
◇外出を控えている人は、一般高齢者で前回の 12.4％から 28.9％へと大幅に増加しています。 
◇バスや電車を使って一人で外出することについても、「できるが、していない」が増加してい
ます。 

■週に１回以上は外出していますか。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

 

■外出を控えていますか。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

 

■バスや電車を使って一人で外出していますか。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

5.1 

2.0 

14.6 

15.5 

11.0 

8.1 

25.3 

16.9 

43.8 

44.1 

50.0 

50.1 

35.7 

40.3 

6.3 

10.2 

4.4 

5.4 

3.8 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者

28.9 

12.4 

64.9 

50.4 

66.4 

79.2 

30.9 

32.7 

4.7 

8.4 

4.2 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

はい いいえ 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者

74.0 

80.0 

37.2 

44.3 

18.2 

13.5 

21.9 

16.6 

6.7 

4.0 

40.3 

32.7 

1.1 

2.5 

0.7 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

できるし、している できるが、していない できない 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者
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◇友人・知人と会う頻度について、「ほとんどない」が増加しています。 
◇１か月間に会った友人・知人の数についても、「０人（いない）」または「１～２人」が増加し、
それより多い人数の回答が減少しています。 

 
■友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

■この１か月間、何人の友人・知人と会いましたか。【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

 

◆◆支援のポイント◆◆ 
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、高齢者の閉じこもり傾向が高まっていることが示さ
れています。また、友人・知人との関係についても、希薄化の傾向が見られます。外出・交流機
会の減少が常態化することで、フレイルの発生や相互扶助関係の喪失が懸念される状況であり、
外出・交流の活性化や地域における介護予防の取り組みを進めることが求められています。 

 

  

5.7 

6.1 

3.5 

3.2 

22.3 

30.7 

15.6 

19.8 

27.3 

30.1 

25.7 

27.7 

17.5 

16.7 

10.8 

14.9 

23.3 

13.0 

39.2 

30.3 

4.0 

3.3 

5.2 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者

18.8 

10.5 

26.4 

23.0 

23.8 

20.2 

29.9 

25.9 

23.8 

26.0 

18.4 

24.2 

10.1 

13.1 

8.0 

9.6 

19.5 

27.0 

11.1 

13.1 

4.0 

3.3 

6.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

０人（いない） １～２人 ３～５人 ６～９人 10人以上 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者
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（３）支え合いや幸福度について 
◇病気で寝込んだ時に看病や世話をしてくれる人について、一人暮らしの高齢者では「そのよう
な人はいない」が１割を超えており、特に支援を受けにくい状況にあることがうかがえます。 

◇家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する人について、「そのような人はいない」が
一般高齢者で半数を超えており、前回調査よりやや増加しています。 

 

■あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人は誰ですか。（家族構成別）
【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

 

■家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する人はいますか。【介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査】 

 

配偶者 別居の
子ども

同居の
子ども

兄弟姉
妹・親
戚・
親・孫

友人 近隣の
人 その他

そのよ
うな人
はいな
い

不明・
無回答

１人暮らし（n=269） 1.9 53.2 1.9 23.0 12.6 3.3 2.6 17.5 4.8
夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）（n=773） 88.7 34.8 3.8 6.2 2.2 1.0 0.3 2.5 3.0
夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）（n=55） 96.4 14.5 10.9 3.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
息子・娘との２世帯（n=298） 53.4 14.1 70.1 9.4 0.3 0.7 0.7 2.3 3.0
その他（n=195） 60.0 16.4 55.9 9.7 1.0 1.0 1.0 2.6 4.6

単位：％

20.8 

21.5 

9.4 

1.4 

39.9 

4.5 

24.3 

9.0 

24.8 

22.7 

10.2 

5.8 

31.8 

3.5 

29.2 

7.6 

0％ 20％ 40％ 60％

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・市役所

社会福祉協議会・民生委員

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

その他

そのような人はいない

不明・無回答

R4年要支援者（n=288）
R1年要支援者（n=343）

要支援者

18.1 

9.9 

6.2 

4.1 

3.7 

4.0 

55.8 

9.1 

22.8 

11.0 

6.3 

5.0 

3.1 

5.4 

50.3 

8.8 

0％ 20％ 40％ 60％

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・市役所

社会福祉協議会・民生委員

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

その他

そのような人はいない

不明・無回答

R4年一般高齢者（n=1,662）
R1年一般高齢者（n=1,387）

一般高齢者
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◇現在の幸福度（10点満点）について、６点以上の回答が減少し、５点が増加しており、平均点
は一般高齢者で前回 7.1点から 6.6点に、要支援者で 6.5点から 6.1点にそれぞれ低下してい
ます。 

◇気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることについて、「あった」が増加しています。 
■あなたは、現在どの程度幸せですか。（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を 10 点として回
答してください）【介護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 

■この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありましたか。【介
護予防・日常生活圏域ニーズ調査】 

 
◆◆支援のポイント◆◆ 
一人暮らし高齢者において、支援を受けられる関係にやや乏しい傾向が示されています。また、
家族や友人・知人以外で相談できる人がいない高齢者が増加しています。助け合うことのでき
る関係づくりの支援が課題となります。また、高齢者の主観的幸福度が低下しており、閉じこ
もりや人間関係の希薄化との関連についても注視が必要です。 

1.0 
1.4 
0.7 
1.7 

5.2 
44.8 

3.8 
8.7 
9.7 

5.6 
9.4 
8.0 

0.0 
1.5 
1.5 

4.7 
3.8 

25.1 
10.8 
12.0 
14.6 

5.8 
12.0 

8.5 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
［とても不幸］ ０点

１点
２点
３点
４点
５点
６点
７点
８点
９点

［とても幸せ］ 10点
不明・無回答

R4年要支援者（n=288）
R1年要支援者（n=265）

要支援者

0.1 
0.1 
0.5 
1.8 
3.2 

37.1 
5.8 

11.8 
16.2 

7.0 
11.8 

4.6 

0.2 
0.3 
0.3 
2.4 
2.7 

19.6 
9.2 

16.1 
21.4 

9.4 
13.9 

4.4 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
［とても不幸］ ０点

１点
２点
３点
４点
５点
６点
７点
８点
９点

［とても幸せ］ 10点
不明・無回答

R4年一般高齢者（n=1,662）
R1年一般高齢者（n=1,284）

一般高齢者

41.9 

34.5 

55.6 

48.7 

53.7 

61.1 

38.9 

44.0 

4.5 

4.4 

5.6 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年一般高齢者
（n=1,662）

R1年一般高齢者
（n=1,387）
R4年要支援者
（n=288）

R1年要支援者
（n=343）

あった なかった 不明・無回答

一
般
高
齢
者

要
支
援
者
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（４）在宅要介護認定者の状況について 
◇在宅で生活する要介護認定者について、施設等への入所・入居を「検討していない」がやや減

少しています。 
◇要介護３以上でも約半数は「検討していない」と回答しています。 
◇訪問診療を利用している人が増加しています。 
◇家族・親族からの介護は「ほぼ毎日」が 64.8％を占めています。 
■現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください。【在宅介護実態調査】 

 
■要介護度別にみた施設等への入所・入居の検討状況【在宅介護実態調査】 

 

■現在、訪問診療を利用していますか。【在宅介護実態調査】 

 
■ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか。（同居していない子どもや親

族等からの介護を含む）【在宅介護実態調査】 
  

61.6 

68.1 

19.1 

21.0 

11.3 

6.1 

8.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年在宅介護
（n=372）

R1年在宅介護
（n=310）

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している
すでに入所・入居申し込みをしている 不明・無回答

単位：％
入所・入居は検討し
ていない

入所・入居を検討し
ている

すでに入所・入居申
し込みをしている 不明・無回答

要支援１・２（n=51） 76.5 9.8 2.0 11.8
要介護１（n=109） 69.7 17.4 6.4 6.4
要介護２（n=98） 57.1 25.5 11.2 6.1
要介護３～５（n=99） 48.5 18.2 22.2 11.1

20.2 

14.5 

76.6 

71.9 

3.2 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年在宅介護
（n=372）

R1年在宅介護
（n=310）

利用している 利用していない 不明・無回答

10.5 

7.4 

8.1 

7.7 

9.1 

9.7 

4.6 

4.2 

64.8 

65.2 

3.0 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R4年在宅介護
（n=372）

R1年在宅介護
（n=310）

ない
家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない
週に１～２日ある
週に３～４日ある
ほぼ毎日ある
不明・無回答
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◇主な介護者の年齢は 70 歳以上が 38.2％となっており、前回調査より「80 歳以上」がやや増加
しています。 

◇主な介護者が不安に感じる介護については、「認知症状への対応」が最も多くなっています。 
■主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。【在宅介護実態調査】 

 
 

■現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、ご回
答ください。(現状で行っているか否かは問いません)【在宅介護実態調査】 

 

 

 
◆◆支援のポイント◆◆ 
訪問診療の利用は増加しています。要介護度が高くても在宅生活を続けようとする人が約半数
いる一方、主な介護者の年齢が 80歳以上の割合が増加しています。在宅での生活を維持してい
くためには、引き続き支援が必要な状況です。認知症への対応をはじめとして家族介護の負担
を軽減し、在宅での生活を支援する取り組みの充実が求められます。 
  

0.6 

7.5 

24.8 

23.0 

20.5 

17.7 

1.2 

4.7 

0.4 

8.6 

26.4 

25.3 

23.8 

13.8 

0.7 

1.1 

0％ 10％ 20％ 30％

39歳以下

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

わからない

不明・無回答 R4年在宅介護（n=322）
R1年在宅介護（n=269）

34.8 

27.0 

23.9 

23.0 

19.6 

33.5 

27.1 

28.3 

22.7 

24.2 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％

認知症状への対応

入浴・洗身

外出の付き添い、送迎等

夜間の排せつ

日中の排せつ
R4年在宅介護（n=322）
R1年在宅介護（n=269）
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（５）介護人材の確保について 
◇訪問系事業所の採用者数は、正規職員は 40 歳～59 歳、非正規職員は 30 歳～69 歳が多く、正

規職員では 70 歳以上の採用も全体の 14.7％を占めています。 
◇施設・通所系事業所の採用者数は、正規職員、非正規職員ともに 40 歳～59 歳が多くなってい

ます。 
◇訪問系事業所の離職者数は、正規職員では 50歳代を中心に 40～59 歳が多く、非正規職員も 40

～69 歳が多くなっています。 
◇施設・通所系事業所の離職者数は、正規職員では 40～59 歳が多く、非正規職員は 30～59 歳の

間で多くなっています。 
 

■過去１年間（令和３（2021）年 12月１日～令和４（2022）年 12 月１日）の介護職員の採用者
数と離職者数をご記入ください。採用者・離職者について、正規・非正規の別・年齢別をご記
入ください。【介護人材実態調査】 

 

①採用者数 

 

②離職者数 

 

 

◆◆支援のポイント◆◆ 
介護サービス事業所の正規職員採用は 40 歳代、50 歳代が多く、若い世代の就職が少ない状況
となっています。また、離職者についても 40 歳代から 60 歳代が多くなっています。今後、人
口の多い 40 歳代後半から 50 歳代前半のいわゆる団塊ジュニア世代が高齢化していくに伴い、
これまで以上に介護人材の確保が課題になることが考えられます。 
  

回答事業
所数（事
業所）

採用者
合計
（人）

20歳未
満

20～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

年齢不
明

訪問系事業所 18 34 0.0 0.0 8.8 29.4 35.3 11.8 14.7 0.0
施設・通所系事業所 66 124 2.4 16.1 13.7 26.6 25.0 14.5 1.6 0.0
訪問系事業所 18 58 0.0 3.4 19.0 22.4 24.1 20.7 10.3 0.0
施設・通所系事業所 66 189 0.5 8.5 20.1 23.8 24.3 10.6 12.2 0.0

採用者の年齢別割合（％）

採用者数

正規職員

非正規職員

回答事業
所数（事
業所）

離職者
合計
（人）

20歳未
満

20～29
歳

30～39
歳

40～49
歳

50～59
歳

60～69
歳

70～79
歳

年齢不
明

訪問系事業所 18 23 0.0 0.0 0.0 21.7 43.5 26.1 8.7 0.0
施設・通所系事業所 66 68 1.5 13.2 13.2 27.9 30.9 8.8 4.4 0.0
訪問系事業所 18 36 2.8 2.8 5.6 19.4 27.8 30.6 11.1 0.0
施設・通所系事業所 66 94 1.1 8.5 18.1 24.5 18.1 13.8 16.0 0.0

正規職員

非正規職員

離職者の年齢別割合（％）

離職者数
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５．日常生活圏域別の状況について 
（１）日常生活圏域の設定について 

日常生活圏域とは、地域の実情を踏まえたサービスの基盤整備を行うため、介護保険事業計画
において、当該市町村がその住民が日常生活を営んでいる地域として、地理的条件・人口・交通
事情その他の社会的条件を総合的に勘案して定める区域となっています。本市では、以下の５つ
の日常生活圏域を設定しています。 
 
■日常生活圏域と対象となる連区等 

日常生活圏域 対象となる連区等 
北部圏域 道泉・深川・水野・西陵 
東部圏域 古瀬戸・東明・品野（品野・下品野） 
中部圏域 祖母懐・陶原・長根 
西部圏域 效範・水南 
南部圏域 山口・菱野・本地・新郷・原山台・萩山台・八幡台 
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■本市の日常生活圏域 
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（２）地域別の状況の市平均との比較 
①各種指標に基づく分析 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査の結果に基づき、以下の項目につい
て、各圏域における調査結果の集計を市全体の集計と比較することで、それぞれの圏域の特徴・
課題を分析します。 

項目 内容 
１．統計指標 ○年齢別人口 ○高齢化率 〇認定者数 〇認定率 
２．高齢者の状況 ○単身世帯の割合 ○高齢者夫婦のみ世帯の割合 

○各種要介護リスクの状況 
３．地域での活動 ○地域づくり活動（参加者）への参加意向 

○地域づくり活動（企画・運営）への参加意向 
○ボランティアグループ参加率 ○老人クラブ参加率 
○町内会・自治会参加率 ○支援や助け合いの活動意向 

４．健康感や幸福感 ○主観的健康感 ○幸福感 ○趣味の有無 ○生きがいの有無 
５．孤立の状況 ○孤食の状況 ○友人との交流の少なさ 

○心配事や愚痴を聞いてくれる人がいない 
○看病や世話をしてくれる人がいない 
○昨年と比べて外出の回数が減っている 
○外出を控えている 

６．在宅介護の状況 ○老老介護の割合 ○施設等への入所・入居の検討 
○介護保険以外の支援・サービスの利用 
○介護保険サービスの利用の有無 ○訪問診療の利用の有無 
○主な介護者が行う介護の種類 
○主な介護者以外の介護者の有無 ○就労継続の見通し 

 

②地域課題の分析における留意事項 
◆市全域の人口・圏域別・年齢別人口は、令和５（2023）年 10 月１日現在の住民基本台帳にお

ける瀬戸市連区別・年齢別・男女別人口に基づきます。 
◆地域カルテに掲載している、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査に基づく数値については、要
支援者の割合の違いによって地区ごとの数値にばらつきが出て比較ができなくなることを防
ぐため、要支援者を除いた一般高齢者のみの数値を用いています。 

◆各圏域の要介護リスクの状況のレーダーチャートは、各リスクの割合を平均 50、標準偏差 10
に揃えた標準得点（偏差値）で比較しています。  
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③地域カルテ指標 
地域カルテにおいて指標として用いた数値の定義は以下のとおりです。 

 

指標 説明 
単身世帯の割合 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問６で「一人暮らし」を回答した割合。 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問６で「夫婦２人暮らし（配偶者 65

歳以上）」を回答した割合。 
地域づくり活動への参加意向 
（参加者として） 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 57 で、「ぜひ参加したい」「参加
してもよい」「既に参加している」のいずれかを回答した割合。 

地域づくり活動への参加意向 
（企画・運営として） 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 58 で、「ぜひ参加したい」「参加
してもよい」「既に参加している」のいずれかを回答した割合。 

ボランティアのグループ参加率 
老人クラブ参加率 
町内会・自治会参加率 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 56 で、①ボランティアのグルー
プ、⑥老人クラブ、⑦町内会・自治会のそれぞれについて、「参加して
いない」以外を回答した割合。 

支援・助け合い活動可能数平均 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 59 で「特にできることはない」
以外の助け合い活動を回答した数の平均。 

主観的健康感が良い 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 68 で「とてもよい」または「ま
あよい」を回答した割合。 

幸福感がある（８点以上） 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 69 で「８点」「９点」「10 点」の
いずれかを回答した割合。 

趣味がある 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 52 で「はい」と回答した割合。 
生きがいがある 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 53 で「はい」と回答した割合。 
誰かと食事をともにする機会がない 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 34 で「ほとんどない」」と回答し

た割合。 
友人との交流がない 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 66 で「０人（いない）」と回答し

た割合。 
心配事や愚痴を聞いてくれる人がいない 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 60 で「そのような人はいない」

と回答した割合。 
看病や世話をしてくれる人がいない 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 62 で「そのような人はいない」

と回答した割合。 
昨年と比べて外出の回数が減っている 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 20 で「とても減っている」また

は「減っている」と回答した割合。 
外出を控えている 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査問 21 で「はい」と回答した割合。 
主な介護者が 70 歳以上 在宅介護実態調査Ａ票問５で主な介護者の年齢について「70 歳代」ま

たは「80 歳以上」と回答した割合。 
施設等への入所・入居を検討／申し込み
をしている 

在宅介護実態調査Ａ票問 10 で「入所・入居を検討している」または「す
でに入所・入居申し込みをしている」と回答した割合。 

利用している介護保険以外の支援・サー
ビスの種類の平均 

在宅介護実態調査Ａ票問８で「利用していない」以外の支援・サービス
を回答した数の平均。 

介護保険サービスを利用していない 在宅介護実態調査Ａ票問 13 で「利用していない」と回答した割合。 
訪問診療を利用していない 在宅介護実態調査Ａ票問 12 で「利用していない」と回答した割合。 
主な介護者が行う介護の種類の平均 在宅介護実態調査Ａ票問６で「わからない」以外の介護等を回答した数

の平均。 
主な介護者以外の介護者がいない 在宅介護実態調査Ｂ票問５で「いない」と回答した割合。 
就労継続の見通しが困難 在宅介護実態調査Ｂ票問４で「続けていくのは、やや難しい」または

「続けていくのは、かなり難しい」と回答した割合。 
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（３）圏域別の状況 
①市全域 
◆高齢者の人口は 70～74 歳の層が最も多くなっており、今後この年代が高齢化することで、支

援が必要な高齢者が増加することが見込まれます。 
◆前回調査との違いとして、誰かと食事をともにする機会に乏しい孤食者の増加、友人との交流

がない高齢者の増加、外出を控えている高齢者の増加といった結果が示されており、新型コロ
ナウイルス感染症の感染拡大が高齢者の生活に大きな影響を与えていることがうかがえます。 

◆75 歳以上人口構成率の上昇を背景として、要介護リスクのある高齢者の割合が増加している
項目が多くなっており、介護予防の取り組みの重要性が増しています。 

■人口ピラミッド（人口：127,568 人、65 歳以上：30.1％、75 歳以上：17.4％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（前回調査との比較） 
  

  

2,094
2,506

2,804
2,960
2,878

2,593
2,915
3,181

3,672
4,605

5,094
4,201

3,907
3,566

4,989
4,732

3,976
2,408

1,743

0 2,000 4,000 6,000
（人）

女性2,121
2,677

2,925
3,104
3,050
2,944
3,038

3,517
3,954

4,858
5,368

4,359
3,891

3,483
4,143
3,928

3,096
1,649

639

02,0004,0006,000
0-4歳
5-9歳

10-14歳
15-19歳
20-24歳
25-29歳
30-34歳
35-39歳
40-44歳
45-49歳
50-54歳
55-59歳
60-64歳
65-69歳
70-74歳
75-79歳
80-84歳
85-89歳
90歳以上

（人）

男性

18.4 23.8 22.6 18.4 10.6 6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
65歳以上人口
（n=38,352）

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80-84歳 85-89歳 90歳以上

※ＩＡＤＬは「手段的日常生活動作」と
訳され、掃除・料理・洗濯・買い物等
の家事やコミュニケーション、交通
機関の利用、自分の薬の管理、お金の
管理等、単純な運動能力ではなく、日
常生活を問題なく送る上で必要な活
動を行う力を意味します。 

12.4

1.5

26.2

16.143.7

28.7

14.4

R4市全域 R1市全域

運動機能の低下リスク

口腔機能
低下
リスク

閉じこもりリスク物忘れリスク

転倒
リスク

低栄養リスクIADL低下リスク
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地域カルテ 【市全域】 

指標等項目 数値 前回 
との差 指標等項目 数値 前回 

との差 
１．統計指標      
人口 127,568 人 -1,563 高齢化率 30.1％ +0.3 
高齢者人口 38,352 人 -61 75 歳以上人口率 17.4％ +1.8 
75 歳以上人口 22,171 人 +2,031 85 歳以上人口率 5.0％ +0.7 
要支援１・２認定者数 1,880 人 +163 要介護１・２認定者数 2,592 人 +119 
要介護３〜５認定者数 2,121 人 +9 65 歳以上認定率 16.8% +0.7 
２．高齢者の状況      
単身世帯の割合 16.2％ +3.2 口腔機能低下リスク 26.2％ +5.8 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 46.5％ -0.1 閉じこもりリスク 16.1％ +5.9 
虚弱リスク 8.2％ +3.1 物忘れリスク 43.7％ +4.9 
運動機能の低下リスク 12.4％ +3.0 転倒リスク 28.7％ +1.6 
低栄養リスク 1.5％ +0.6 ＩＡＤＬ低下リスク 14.4％ -1.0 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 52.4％ -7.7 老人クラブ参加率 4.3％ -0.2 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 31.2％ -6.1 町内会・自治会参加率 25.3％ +1.7 
ボランティアのグループ参
加率 14.9％ +3.5 支援・助け合い活動可能数

平均 1.4 件 - 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 77.5％ -4.1 趣味がある 76.7％ +3.5 
幸福感がある（８点以上） 35.0％ -9.8 生きがいがある 78.3％ +21.4 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 7.6％ +1.6 看病や世話をしてくれる

人がいない 4.9％ -1.5 

友人との交流がない 18.8％ +8.3 昨年と比べて外出の回数
が減っている 28.0％ +3.1 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 4.0％ -1.3 外出を控えている 28.9％ +16.5 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 38.2％ +0.7 訪問診療を利用していない 76.6％ +4.7 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 30.4％ +3.3 主な介護者が行う介護の

種類の平均 6.0 件 - 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.6 件 - 主な介護者以外の介護者

がいない 23.0％ - 
介護保険サービスを利用し
ていない 24.7％ +6.6 就労継続の見通しが困難 12.1％ +0.1 
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②北部圏域（道泉・深川・水野・西陵） 
◆高齢者の年齢構成はほぼ市全域と同様の傾向となっており、今後人口の多い 70 歳代が高齢化

することで、支援が必要な高齢者が増加することが見込まれます。 
◆要介護リスクの状況をみると、低栄養リスクが高くなっています。 
◆誰かと食事をともにする機会がない、または看病や世話をしてくれる人がいない高齢者はやや

少ない一方で、外出が減っている、または外出を控えている高齢者はやや多くなっています。 
◆在宅介護の状況をみると、施設等への入所・入居を検討／申し込みをしている割合が高く、介
護保険サービスを利用していない割合は低くなっています。 

 

■人口ピラミッド（人口：23,462 人、65 歳以上：30.4％、75 歳以上：17.6％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（圏域平均との比較） 
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地域カルテ 【北部圏域】 

指標等項目 数値 市全域 
との差 指標等項目 数値 市全域 

との差 
１．統計指標      
人口 23,462 人 ‐ 高齢化率 30.4％ +0.3 
高齢者人口 7,127 人 ‐ 75 歳以上人口率 17.6％ +0.3 
75 歳以上人口 4,140 人 ‐ 85 歳以上人口率 5.3％ +0.3 
要支援１・２認定者数 347 人 ‐ 要介護１・２認定者数 454 人 ‐ 
要介護３〜５認定者数 383 人 ‐ 65 歳以上認定率 16.6% -0.2 
２．高齢者の状況     0 
単身世帯の割合 15.1％ -1.1 口腔機能低下リスク 25.6％ -0.6 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 46.6％ +0.1 閉じこもりリスク 16.1％ 0.0 
虚弱リスク 8.5％ +0.3 物忘れリスク 44.6％ +0.9 
運動機能の低下リスク 12.8％ +0.4 転倒リスク 30.8％ +2.1 
低栄養リスク 2.0％ +0.5 ＩＡＤＬ低下リスク 14.4％ 0.0 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 54.4％ +2.0 老人クラブ参加率 3.7％ -0.6 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 33.2％ +2.0 町内会・自治会参加率 24.2％ -1.1 
ボランティアのグループ参
加率 17.3％ +2.4 支援・助け合い活動可能数

平均 1.6 件 +0.2 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 77.4％ -0.1 趣味がある 73.1％ -3.6 
幸福感がある（８点以上） 36.0％ +1.0 生きがいがある 78.0％ -0.3 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 5.6％ -2.0 看病や世話をしてくれる

人がいない 3.6％ -1.3 

友人との交流がない 20.0％ +1.2 昨年と比べて外出の回数
が減っている 30.8％ +2.8 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 4.9％ +0.9 外出を控えている 31.5％ +2.6 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 42.2％ +4.0 訪問診療を利用していない 81.2％ +4.6 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 43.5％ +13.1 主な介護者が行う介護の

種類の平均 6.2 件 +0.2 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.6 件 0.0 主な介護者以外の介護者

がいない 14.1％ -8.9 
介護保険サービスを利用し
ていない 17.4％ -7.3 就労継続の見通しが困難 10.7％ -1.4 
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③東部圏域（古瀬戸・東明・品野） 
◆高齢化率、75 歳以上人口率ともに５圏域の中で最も高く、本市において最も高齢化が進んだ地

域となっています。 
◆要介護リスクの状況をみると、市全域より数値の高い項目が多く、中でも運動機能の低下リス
ク、閉じこもりリスク、物忘れリスクが高くなっています。 
◆地域での活動については、町内会・自治会参加率が高くなっています。 
◆在宅介護の状況をみると、施設等への入所・入居を検討／申し込みをしている割合がやや低い

一方で、就労継続の見通しが困難な割合が高くなっています。 
 

■人口ピラミッド（人口：16,636 人、65 歳以上：35.8％、75 歳以上：21.0％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（圏域平均との比較） 
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地域カルテ 【東部圏域】 

指標等項目 数値 市全域 
との差 指標等項目 数値 市全域 

との差 
１．統計指標      
人口 16,636 人 ‐ 高齢化率 35.8％ +5.7 
高齢者人口 5,948 人 ‐ 75 歳以上人口率 21.0％ +3.7 
75 歳以上人口 3,499 人 ‐ 85 歳以上人口率 6.2％ +1.1 
要支援１・２認定者数 280 人 ‐ 要介護１・２認定者数 420 人 ‐ 
要介護３〜５認定者数 291 人 ‐ 65 歳以上認定率 16.7％ -0.1 
２．高齢者の状況     0 
単身世帯の割合 15.9％ -0.3 口腔機能低下リスク 27.2％ +1.0 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 47.8％ +1.3 閉じこもりリスク 18.1％ +2.0 
虚弱リスク 7.8％ -0.4 物忘れリスク 48.3％ +4.6 
運動機能の低下リスク 14.2％ +1.8 転倒リスク 31.0％ +2.3 
低栄養リスク 1.7％ +0.2 ＩＡＤＬ低下リスク 12.5％ -1.9 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 51.3％ -1.1 老人クラブ参加率 4.3％ 0.0 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 27.6％ -3.6 町内会・自治会参加率 34.0％ +8.7 
ボランティアのグループ参
加率 15.6％ +0.7 支援・助け合い活動可能数

平均 1.3 件 -0.1 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 75.5％ -2.0 趣味がある 78.0％ +1.3 
幸福感がある（８点以上） 32.7％ -2.3 生きがいがある 78.0％ -0.3 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 8.2％ +0.6 看病や世話をしてくれる

人がいない 7.8％ +2.9 

友人との交流がない 18.5％ -0.3 昨年と比べて外出の回数
が減っている 27.2％ -0.8 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 4.3％ +0.3 外出を控えている 27.6％ -1.3 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 36.9％ -1.3 訪問診療を利用していない 71.9％ -4.7 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 26.3％ -4.1 主な介護者が行う介護の

種類の平均 6.0 件 0.0 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.9 件 +0.3 主な介護者以外の介護者

がいない 26.1％ +3.1 
介護保険サービスを利用し
ていない 22.8％ -1.9 就労継続の見通しが困難 18.2％ +6.1 
  



 

34 

④中部圏域（祖母懐・陶原・長根） 
◆高齢化率は５圏域の中では２番目に低くなっています。また、高齢者に占める 74 歳以下の割

合が 41.1％で、５圏域で最も低くなっています。 
◆要介護リスクの状況をみると、全体的に数値が高くなっており、中でも口腔機能低下リスク、
ＩＡＤＬ低下リスクが高くなっています。 

◆地域づくり活動への参加意向がやや高い一方、町内会・自治会への参加率は低くなっています。 
◆友人との交流がない高齢者がやや少ない一方で、外出が減っている、外出を控えている高齢者

はやや多くなっています。 
◆在宅介護の状況をみると、施設等への入所・入居を検討／申し込みをしている割合が低く、介
護保険サービスを利用していない割合、訪問診療を利用していない割合も低くなっており、介
護者の就労継続の見通しが困難な割合も低くなっています。 

■人口ピラミッド（人口：20,673 人、65 歳以上：27.2％、75 歳以上：16.0％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（圏域平均との比較） 
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地域カルテ 【中部圏域】 

指標等項目 数値 市全域 
との差 指標等項目 数値 市全域 

との差 
１．統計指標      
人口 20,673 人 ‐ 高齢化率 27.2％ -2.8 
高齢者人口 5,627 人 ‐ 75 歳以上人口率 16.0％ -1.3 
75 歳以上人口 3,315 人 ‐ 85 歳以上人口率 5.2％ +0.1 
要支援１・２認定者数 250 人 ‐ 要介護１・２認定者数 377 人 ‐ 
要介護３〜５認定者数 323 人 ‐ 65 歳以上認定率 16.9% 0.1 
２．高齢者の状況      
単身世帯の割合 20.6％ +4.4 口腔機能低下リスク 29.4％ +3.2 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 42.9％ -3.6 閉じこもりリスク 17.9％ +1.8 
虚弱リスク 11.1％ +2.9 物忘れリスク 45.6％ +1.9 
運動機能の低下リスク 13.9％ +1.5 転倒リスク 30.2％ +1.5 
低栄養リスク 1.6％ +0.1 ＩＡＤＬ低下リスク 16.3％ +1.9 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 55.6％ +3.2 老人クラブ参加率 5.2％ +0.9 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 33.8％ +2.6 町内会・自治会参加率 19.1％ -6.2 
ボランティアのグループ参
加率 11.6％ -3.3 支援・助け合い活動可能数

平均 1.4 件 0.0 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 73.8％ -3.7 趣味がある 73.0％ -3.7 
幸福感がある（８点以上） 37.6％ +2.6 生きがいがある 79.0％ +0.7 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 9.9％ +2.3 看病や世話をしてくれる

人がいない 4.4％ -0.5 

友人との交流がない 17.9％ -0.9 昨年と比べて外出の回数
が減っている 30.5％ +2.5 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 3.6％ -0.4 外出を控えている 32.5％ +3.6 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 30.4％ -7.8 訪問診療を利用していない 73.1％ -3.5 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 19.3％ -11.1 主な介護者が行う介護の

種類の平均 6.5 件 +0.5 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.5 件 -0.1 主な介護者以外の介護者

がいない 26.1％ +3.1 
介護保険サービスを利用し
ていない 15.4％ -9.3 就労継続の見通しが困難 5.3％ -6.8 
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⑤西部圏域（效範・水南） 
◆高齢化率、75 歳以上人口率ともに５圏域の中で最も低く、75 歳前後のいわゆる団塊の世代よ
り、40 歳代後半から 50歳代前半の団塊ジュニア世代人口が多いのが特徴です。 

◆要介護リスクの状況をみると、全体的に市全域の数値を下回っています。 
◆地域づくり活動への参加意向や、老人クラブまたは町内会・自治会への参加率は、他の地域よ

り低くなっています。 
◆在宅介護の状況をみると、主な介護者が 70 歳以上の割合が低い一方で、施設等への入所・入
居を検討／申し込みをしている割合が高く、介護保険サービスを利用していない割合、訪問診
療を利用していない割合も高くなっています。 

■人口ピラミッド（人口：28,695 人、65 歳以上：26.9％、75 歳以上：14.9％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（圏域平均との比較） 
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地域カルテ 【西部圏域】 

指標等項目 数値 市全域 
との差 指標等項目 数値 市全域 

との差 
１．統計指標      
人口 28,695 人 ‐ 高齢化率 26.9％ -3.2 
高齢者人口 7,705 人 ‐ 75 歳以上人口率 14.9％ -2.5 
75 歳以上人口 4,267 人 ‐ 85 歳以上人口率 4.6％ -0.5 
要支援１・２認定者数 324 人 ‐ 要介護１・２認定者数 492 人 ‐ 
要介護３〜５認定者数 362 人 ‐ 65 歳以上認定率 15.3％ -1.5 
２．高齢者の状況      
単身世帯の割合 13.0％ -3.2 口腔機能低下リスク 23.0％ -3.2 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 50.3％ +3.8 閉じこもりリスク 15.8％ -0.3 
虚弱リスク 7.9％ -0.3 物忘れリスク 40.3％ -3.4 
運動機能の低下リスク 11.8％ -0.6 転倒リスク 27.3％ -1.4 
低栄養リスク 0.9％ -0.6 ＩＡＤＬ低下リスク 13.3％ -1.1 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 51.8％ -0.6 老人クラブ参加率 2.7％ -1.6 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 27.8％ -3.4 町内会・自治会参加率 19.4％ -5.9 
ボランティアのグループ参
加率 13.3％ -1.6 支援・助け合い活動可能数

平均 1.4 件 0.0 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 79.7％ +2.2 趣味がある 79.4％ + 
幸福感がある（８点以上） 34.3％ -0.7 生きがいがある 80.3％ +2.0 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 6.4％ -1.2 看病や世話をしてくれる

人がいない 5.2％ +0.3 

友人との交流がない 19.4％ +0.6 昨年と比べて外出の回数
が減っている 28.2％ +0.2 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 3.0％ -1.0 外出を控えている 27.9％ -1.0 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 30.8％ -7.4 訪問診療を利用していない 79.7％ +3.1 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 38.0％ +7.6 主な介護者が行う介護の

種類の平均 5.3 件 -0.7 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.6 件 0.0 主な介護者以外の介護者

がいない 23.5％ +0.5 
介護保険サービスを利用し
ていない 31.6％ +6.9 就労継続の見通しが困難 9.4％ -2.7 
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⑥南部圏域（山口・菱野・本地・新郷・原山台・萩山台・八幡台） 
◆高齢化率、75歳以上人口率ともに５圏域の中で２番目に高くなっています。 
◆要介護リスクの状況をみると、市全域よりも数値の低い項目が多くなっています。 
◆町内会・自治会への参加率はやや高くなっています。 
◆友人との交流がない高齢者の割合が、他の地域よりやや低くなっています。 
◆在宅介護の状況をみると、主な介護者が 70 歳以上の割合が高くなっています。施設等への入
所・入居を検討／申し込みをしている割合が低い一方、介護保険サービスを利用していない割
合が高く、就労継続の見通しが困難な割合も高くなっています。 

 

■人口ピラミッド（人口：38,102 人、65 歳以上：31.4％、75 歳以上：18.2％）※令和５（2023）年10月１日時点 

 

■年齢別高齢者人口割合 

 

■要介護リスクの状況（圏域平均との比較） 
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地域カルテ 【南部圏域】 

指標等項目 数値 市全域 
との差 指標等項目 数値 市全域 

との差 
１．統計指標      
人口 38,102 人 ‐ 高齢化率 31.4％ +1.3 
高齢者人口 11,945 人 ‐ 75 歳以上人口率 18.2％ +0.9 
75 歳以上人口 6,950 人 ‐ 85 歳以上人口率 4.7％ -0.4 
要支援１・２認定者数 592 人 ‐ 要介護１・２認定者数 735 人 ‐ 
要介護３〜５認定者数 672 人 ‐ 65 歳以上認定率 16.7 -0.1 
２．高齢者の状況      
単身世帯の割合 16.6％ +0.4 口腔機能低下リスク 27.4％ +1.2 
高齢者夫婦のみ世帯の割合 47.4％ +0.9 閉じこもりリスク 14.4％ -1.7 
虚弱リスク 6.4％ -1.8 物忘れリスク 42.6％ -1.1 
運動機能の低下リスク 10.4％ -2.0 転倒リスク 27.0％ -1.7 
低栄養リスク 1.4％ -0.1 ＩＡＤＬ低下リスク 14.2％ -0.2 
３．地域での活動      
地域づくり活動への参加意
向（参加者として） 52.0％ -0.4 老人クラブ参加率 5.4％ +1.1 
地域づくり活動への参加意
向（企画・運営として） 33.2％ +2.0 町内会・自治会参加率 29.2％ +3.9 
ボランティアのグループ参
加率 16.6％ +1.7 支援・助け合い活動可能数

平均 1.4 件 0.0 

４．健康感や幸福感      
主観的健康感が良い 79.8％ +2.3 趣味がある 78.8％ +2.1 
幸福感がある（８点以上） 35.2％ +0.2 生きがいがある 78.6％ +0.3 
５．孤立の状況      
誰かと食事をともにする機
会がない 7.8％ +0.2 看病や世話をしてくれる

人がいない 4.2％ -0.7 

友人との交流がない 18.0％ -0.8 昨年と比べて外出の回数
が減っている 24.8％ -3.2 

心配事や愚痴を聞いてくれ
る人がいない 3.6％ -0.4 外出を控えている 26.8％ -2.1 

６．在宅介護の状況      
主な介護者が 70 歳以上 46.1％ +7.9 訪問診療を利用していない 76.9％ +0.3 
施設等への入所・入居を検
討／申し込みをしている 22.1％ -8.3 主な介護者が行う介護の

種類の平均 6.1 件 +0.1 
利用している介護保険以外の
支援・サービスの種類の平均 0.6 件 0.0 主な介護者以外の介護者

がいない 25.8％ +2.8 
介護保険サービスを利用し
ていない 31.7％ +7.0 就労継続の見通しが困難 17.9％ +5.8 
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（４）日常生活圏域の課題 
本市では、連区を基本の単位としたうえで、５つの日常生活圏域を設定し、アンケート結果等

を踏まえた課題を整理しながら、それぞれの地域にふさわしい介護予防事業や健康づくり事業、
見守り・支え合い事業等の充実を図ってきました。また、地域密着型サービス等の整備方針につ
なげるための地域ケア会議を、医療・介護・福祉等の関係機関や、民生委員、地域住民等と連携・
協力し、情報を共有しながら開催してきました。 

一方、第３期計画策定時（平成 17(2005)年度）に設定された日常生活圏域の地域区分について
は、地域包括支援センターの担当区域と異なっていること、新しい団地ができた地域があること、
高齢化が進んだ地域があること等、地域の状況に変化が生じています。そのため、こうした現状
の問題を踏まえた上で、圏域設定の見直しについて検討を進めることが課題となっています。 
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６．第９期計画策定の視点 
 

国内の動向を踏まえた見直しの視点 
・団塊の世代が 75 歳以上となり、支援を必要とする高齢者の増加に対応したサービスや支

援事業を推進していく必要があります。 
・国においては、中長期的な視点から、持続可能な介護サービス基盤の確保のための介護人
材の確保や、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）等を活用した介護サービス事業
の効率化の支援等の推進が図られています。 

・ヤングケアラー問題や 8050 問題等、高齢者を取り巻く問題状況の複雑化を背景として、
高齢者のみを対象とした支援だけでは限界があることが示されており、住民主体の活動を
含めた関係機関の連携と支え合い、助け合いの体制づくりによる地域共生社会づくりを推
進していく必要があります。 

本市の現状を踏まえた見直しの視点 
・要介護認定者は今後も増加が見込まれており、要介護リスクを有する高齢者が増加してい
る中、介護予防の取り組みがこれまで以上に重要となります。地域における介護予防活動
の活性化等、取り組みの拡大に向けた支援の充実が求められます。 

・新型コロナウイルス感染症の流行が高齢者の生活に影響を及ぼしていることがアンケート
調査でも確認でき、外出や交流の減少がフレイル等の心身への影響につながることを防ぐ
ための取り組みが課題となります。 

・支援を必要とする高齢者の孤立や、高齢者の幸福感の低下が懸念される状況が示されてお
り、状況を注視しながら対策を検討していくことが求められます。 

・要介護度が重くなっても、在宅での生活を継続できるサービス・支援の充実や家族介護者
の負担軽減が必要です。 

 

 

第９期計画策定の方向 
・本計画期間だけではなく、中長期的な支援ニーズの見通しを踏まえ、必要な取り組みの充

実を図ります。持続可能な介護保険サービス基盤の充実に向け、国の制度改正等を踏まえ
た見直しを行います。 

・アンケート調査結果や各種統計情報、第８期計画の取り組み状況を踏まえ、これまで取り
組んできた施策・事業について必要な評価を行い、市民ニーズに即した事業展開を図りま
す。 

 

  


